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 要  旨 
本論文では，大学研究室などで行われるゼミを支援するシステム AdaCoda(アー
ダコーダ)の開発について述べる．  
現在，大学研究室などで行われるゼミでは，紙資料やスライド，ホワイトボー
ドなどを用いる方式が主流である．ゼミでは，まず開始直前に参加者に紙資料が
配布される．発表者は紙資料やスライドを利用して発表を進め，その後参加者全
員で質疑応答や議論を行う．ゼミ中では，各参加者は紙資料へのメモの記入や議
事録の作成を行い、それらをゼミの記録とする．これらのメモや議事録は，次回
ゼミの開始時において参加者が前回内容の確認をする場合，発表者がゼミで指摘
された内容をゼミ後に確認をする場合などに利用される．  
しかし，このような方式を取るゼミの場合，各人のとったメモは分散し，発言
も残らない．また，過去のゼミを振り返り，情報や知識を得ることは難しい．そ
こで近年ではこのようなゼミや会議を電子化し，議論や記録作成などを支援しよ
うとする動きがある．  
大学ゼミ支援システムの開発における課題は，理解，記録，再利用の 3 つであ
る．理解の課題では，参加者が個々にスライド資料を熟読したいという要求があ
り，それは発表の理解における課題である．また，質問者のメモ書きを見ること
で質問内容をより正確に理解したいという要求があり，それは質疑応答の理解に
おける課題である．記録の課題では，発言を残したい，メモや発言などの記録を
一元管理したいという要求があり，それはメモ・発言の記録における課題である．
また，議事録作成では書記に大きな負担がかかるため，それは議事録作成の課題
となる．再利用の課題では，記録間の関連付けをし，再利用したいという要求が
あり，それは情報・知識の再利用における課題である．本研究では，これらの課
題を解決するため，スライドを各自で保有する機能，スライドへのメモ記入機能，
記録の一元化機能，議事録作成支援機能，記録間のリンク化機能，検索機能を提
供するゼミ支援システム AdaCoda を提案，実装し，実験により評価を行った．  
実験では被験者 15 人に AdaCoda を使用したゼミを行ってもらい，各機能に対
してアンケートにより評価してもらった．その結果，スライドを各自で保有する
機能，記録間のリンク化機能についてそれぞれ 0.86，0.80 という高い評価点(値域
0~1)が得られ，その有効性が確認できた．また，スライドへのメモ記入機能，記
録の一元化機能，議事録作成支援機能についてそれぞれ 2.4，2.4，2.3 という評価
点(値域 1~3)が得られた．この 3 つの評価点は決して高いものとは言えないが，自
由記述による意見に肯定的な評価が多く，これらの機能の有効性が確認できた．  
 
